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父
の
代
に
大
久
保
百
人
町
に
越
し
て
来
て
か
ら
、
私
が
、
最
近
、
西
荻
窪
に
自
分
の
家
を
建
て
る
ま
で
、

凡
そ
二
十
七
八
年
間
、
私
自
身
は
殆
ど
年
に
一
回
平
均
居
所
を
変
へ
て
ゐ
る
。

　
九
州
の
連
隊
に
は
ひ
つ
た
り
、
本
郷
で
下
宿
を
し
た
り
、
西
洋
へ
行
つ
た
り
し
た
こ
と
は
別
と
し
て
、

父
が
死
ぬ
ま
で
住
ん
で
ゐ
た
中
野
新
井
の
家
を
人
手
に
渡
し
、
下
沼
袋
に
母
の
隠
居
所
を
求
め
て
、
そ
こ

で
最
初
の
文
筆
生
活
に
は
ひ
つ
て
か
ら
こ
の
方
、
私
は
、
所
謂
中
央
線
の
沿
線
を
「
住
み
な
れ
た
土
地
」

に
し
て
し
ま
つ
た
。

　
以
下
お
ぼ
ろ
げ
に
記
憶
を
辿
つ
て
、
私
の
足
跡
を
し
る
し
て
み
よ
う
。

　
　
野
方
町
下
沼
袋

　
　
牛
込
区
若
松
町
（
は
じ
め
て
教
師
の
職
を
得
て
）

　
　
神
奈
川
県
辻
堂
（
病
気
の
宣
告
を
受
け
）

　
　
房
州
館
山
（
旅
先
で
倒
れ
）

　
　
杉
並
町
阿
佐
ヶ
谷
（
病
癒
え
て
）

　
　
同
天
沼

　
　
荏
原
郡
松
沢
（
新
婚
旅
行
の
意
味
で
）

3



　
　
杉
並
町
阿
佐
ヶ
谷

　
　
伊
豆
船
原
（
家
財
道
具
を
処
理
し
て
全
家
ホ
テ
ル
住
ひ
）

　
　
信
州
千
ヶ
滝

　
　
杉
並
町
阿
佐
ヶ
谷

　
　
同
天
沼

　
　
群
馬
県
北
軽
井
沢
（
家
財
道
具
を
纏
め
て
田
園
生
活
の
決
心
）

　
　
中
野
町
栄
町
通
（
家
を
建
て
る
つ
も
り
で
一
旦
土
地
ま
で
借
り
た
が
）

　
　
杉
並
区
高
井
戸
大
宮
前
（
松
庵
に
土
地
を
き
め
普
請
の
監
督
か
た
が
た
仮
住
居
）

　
　
同
松
庵
南
町
（
さ
て
自
分
の
家
が
で
き
今
度
は
何
時
引
越
せ
る
か
！
）

　
か
や
う
に
し
て
、
私
の
引
越
は
有
名
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
も
、
不
思
議
に
何
処
に
行
つ
て
み

て
も
、
中
央
線
の
古
巣
が
恋
し
く
な
る
と
み
え
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
別
に
用
も
な
い
の
に
舞
ひ
戻
つ
て

来
る
。
一
度
は
方
面
を
変
へ
て
と
、
例
へ
ば
四
谷
、
本
郷
、
青
山
な
ど
、
貸
家
探
し
を
し
て
歩
い
た
こ
と

も
あ
る
が
、
と
ん
と
思
は
し
い
条
件
の
家
が
な
く
、
そ
れ
も
考
へ
て
み
る
と
、
住
居
の
標
準
が
全
然
違
つ

て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
す
る
と
、
勝
手
を
知
つ
た
阿
佐
ヶ
谷
附
近
な
ら
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
ふ

の
で
あ
る
。
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私
は
、
家
を
借
り
る
時
は
、
ど
う
せ
何
時
で
も
引
越
せ
る
の
だ
と
甚
だ
簡
単
に
き
め
て
し
ま
ふ
習
慣
が

あ
る
。
は
い
つ
て
み
て
、
椽
側
に
雨
戸
の
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
客
が
茶
の
間
を
通
つ
て
便
所
に
行
か
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
不
都
合
に
思
ふ
始
末
だ
。
そ
こ
で
、
家
主
の
不
親
切
借
家
住
ひ
の
味
気
な
さ
を
嘆
じ
は

じ
め
る
。

　
今
度
は
、
椽
側
の
雨
戸
に
気
を
配
り
、
客
間
と
便
所
と
の
通
路
を
研
究
し
て
か
ら
引
越
し
を
す
る
。
近

所
に
洗
濯
屋
が
あ
つ
て
、
朝
晩
シ
ヤ
ボ
ン
の
焦
げ
る
臭
ひ
（
？
）
を
か
ゞ
さ
れ
、
次
は
、
畑
の
真
ん
中
へ

引
越
さ
う
と
決
心
す
る
。

　
そ
の
希
望
を
実
現
さ
せ
た
。
実
に
清
々
し
い
。
季
節
の
色
は
鮮
か
に
遷
り
変
つ
て
、
雑
木
林
の
上
に
富

士
の
頂
が
の
ぞ
い
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
何
も
云
ふ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
五
月
の
半
ば
に
蚊
帳
が
な

け
れ
ば
寝
ら
れ
ぬ
次
第
だ
。
子
供
を
入
れ
る
つ
も
り
で
ゐ
た
幼
稚
園
を
、
よ
く
よ
く
の
ぞ
い
て
み
る
と
そ

れ
は
、
薄
ら
冷
い
感
化
院
だ
つ
た
。

　
町
内
か
ら
寄
附
を
集
め
に
来
た
。
非
常
時
の
思
想
善
導
熱
に
浮
か
さ
れ
て
、
有
志
が
神
社
の
改
築
を
思

ひ
立
つ
た
の
で
あ
る
。

　
新
開
地
の
文
化
は
、
移
住
者
の
間
を
潜
つ
て
、
歴
史
的
逆
転
を
な
し
つ
ゝ
あ
る
。

　
誰
か
ゞ
、
何
か
を
云
ひ
出
さ
な
い
も
の
か
！
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
岸
田
國
士
全
集28

」
岩
波
書
店

　
　
　1992
（
平
成4

）
年6

月17

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
沿
線
　
創
刊
号
」

　
　
　1934

（
昭
和9
）
年8

月1

日
発
行

初
出
：
「
沿
線
　
創
刊
号
」

　
　
　1934

（
昭
和9

）
年8
月1
日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：noriko saito

2011

年2

月8

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
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ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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